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■研究テーマは何ですか？
「大人の学びを科学する」をテーマに、企業・組織にお

ける人々の学習、コミュニケーション、リーダーシップなど
を研究しています。「経営」「組織」「学習」という３つが交
差する地平に、「経営学習論（Management Learning）」
とよばれる新たな学際的な研究領域を立ち上げようと
しています。

これまで学習研究のメインストリームは、「子ども」が
ターゲットでした。「働く大人」に関する研究は存在し
ないわけではありませんが、相対的にあまり量はありま
せん。特に、企業・組織内部で、大人がどのように学び、
成長しているかに関しては、わかっていることが多くあり
ません。

そこで、僕は、「企業・組織で働く大人が、どのように
学び、成長し、賢く振る舞えるようになるのか、そのとき
他者や組織はどのような影響を与えているのか」「そう
いう職場をつくるためには、マネジャーはどのような
リーダーシップを発揮するべきなのか」「大人が成長し、
学ぶためには、どのような場のデザインや支援があり
うるのか」について研究を進めています。

■具体的にどんな研究をしていますか？

1. 働く大人の学習環境の実態を調べる
「働く大人の学習環境の実態」や「人が育つ組織」の

諸特徴をさぐるため、現在、下記のような各種の調査
研究を実施しています。
1－1.	 実務担当者からマネジャーへの役割移行

（Transition）に関する調査研究（共同研究）

1－2.	 海外勤務に向かった日本人マネジャーの組織適応・	
組織内革新行動に関する研究（共同研究）

1－3.	 大学時代の生活・学習	－	就職・採用	－	組織に	
おける移行プロセスに関する研究（共同研究）

1－4.	 OJT指導員の発達に関する研究（共同研究）

調査研究で得られた知見は、雑誌論文や、「職場学
習論」（東京大学出版会・単著）「経営学習論」（東京大
学出版会・単著）、「職場学習の探究」（生産性出版・
共編著）、「活躍する組織人の探究」（東京大学出版会・
共著）等の研究書として出版されています。

2. 働く大人が学ぶため、内省するためのツールを
デザインする
これまで多くのツール、教材、研修、ワークショップの

デザイン・実践・評価を行ってきました。近年では、
下記のような研究があります。
2－1.			組織学習診断ツールの開発

2－2.			マネジメント層、新入社員、大学生を対象としたワーク
ショップのデザインと実践

これらの諸知見は、「インプロする組織」（三省堂・
共編著）、「プレイフルラーニング − ワークショップの
源流と学びの未来」（三省堂・共編著）、「場づくりと
しての学び」（東京大学出版会・共著）、「研修開発入門」

（ダイヤモンド社）などの書籍として出版されています。

僕の研究のほとんどは、産学共同研究として推進さ
れています。「社会と大学とのつながり」を大切にしつつ、
データに基づく経営学習研究を推進する一方で、現場の
方々を対象にしたワークショップ等をデザインするなど
の、実践的研究を進めています。

大学と社会の間のコミュニケーション回路と、実践 − 
研究の循環的関係をつくりだすことに貢献できればと
考えています。

現在、研究室のメンバーは博士6名、修士2名の合計
8名です。2014年3月には、研究室より、はじめての博士
号取得者2名がでています。研究室というコミュニティ
を活かし、お互い切磋琢磨・支援を行いながら、研究
を遂行していきます。
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